
カリキュラムの特色≪人間科学科≫  

心理学、コミュニケーション、言語科学の３専攻により構成され、人間のこころ、行動、こと

ばとそのメカニズムを科学的方法によって探究する人間科学の分野の教育を行います。 

１、２年次では、人間科学科で学んでゆく色々な分野について広く学ぶ「入門」とともに、各

専攻の基礎となる知識や研究調査方法の習得を目指す「基盤講義」および「基盤演習」を履修し、

それ以降のより専門的な学習に対する基礎体力をつけます。特に「基盤演習」は、少人数のクラ

ス編成で、学生自らが主体的に文献の調査や発表、議論を行い、問題解決能力を身につけること

を目指します。 

２年次以降は、「特殊講義」により、学生が個々の関心に基づいて自らの知識を深めてゆくととも

に、少人数での実習による体験学習を通して人間科学の方法論や言語教育の現場に触れることが

できる「実験・実習」を履修します。最終的に「発展演習」では、学科科目の教育の成果を有機

的に統合する形で、個々の学生が自らのテーマを決めて卒業研究プロジェクトに取り組みます。

卒業論文は、自らの知的関心や問題意識に沿って研究テーマを設定し、資料・文献をもとに仮説

を立て、これを調査・実験・実習等により検証して、明確な根拠とともに提示するという一連の

営みを通じて、大学での勉強の集大成として作成します。卒業論文は、自発的な取り組みなしに

は完成不可能です。各自が問題意識をしっかり持つことが大切ですので、４年間を通して常に文

献を読み、情報を得て、積極的にものを考えることを心がけることを勧めます。 


